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春日井市国民健康保険運営協議会 議事録 

 

１ 開催日時  令和５年12月19日（火）午後２時00分～午後２時40分 

２ 開催場所  春日井市役所 12階大会議室 

３ 出 席 者 

〔委 員〕20名 

和田 映子 佐藤 之英 鈴木 有彦 岩井 憲之 

野瀬 利政 安井 真一郎 飯塚 富惠 鈴木 恵理子 

坪井 春美 西尾 孝治 西瀬古 初子 西山 貴美子 

三上 奈穂 長谷川 浩敏 小嶋 小百合 石田 裕信 

前田 学 鈴木 秀尚 阿藤 裕彦 藤田 将晃 

 

  〔事務局〕８名 

       副市長 山口 剛典  市民生活部長 足立 憲昭 

       保険医療年金課長 児島 由典 課長補佐 大野 洋祐 

       課長補佐 神戸 明子 主査 奥村 和幸  

主査 西村 静佳 主査 森 由里子 

  〔傍聴者〕なし 

 

４ 議題 

議題１ 国民健康保険税の課税限度額の改定について 

議題２ 国民健康保険事業の運営について 

 

５ 会議資料 

 令和５年度第２回 春日井市国民健康保険運営協議会資料 

 

６ 諮問 

春日井市国民健康保険運営協議会規則第２条の規定により、市長から次

のとおり諮問があった。 

〔諮問内容〕 

 １ 国民健康保険税の課税限度額の改定について 

⑴  改定内容 

後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額を 20 万円から 22

万円に改める。 



２ 

   ２ 国民健康保険税の税率改定について 

   ⑴ 改定内容 

     令和６年度から４年間で税率改定を行い、毎年度の税率は愛知県 

が示す標準保険税率と比較しながら設定することとする。 

３ 施行期日 

令和６年４月１日から施行する。 

 

７ 議事内容 

〇会議成立の確認 

   春日井市国民健康保険運営協議会規則第５条の規定により、出席委員

は20名中20名で委員定数の半数以上の出席を得ているため、会議が有効

に成立することが報告された。 

 

〇議事録署名人の指名 

   春日井市国民健康保険運営協議会規則第10条の規定により、議長が、

議事録署名人に和田 映子委員及び西尾 孝治委員を指名した。 

 

 

〇議題１ 国民健康保険税の課税限度額の改定について 

 

【保険医療年金課主査 奥村 和幸】 

国民健康保険税の課税限度額の改定について、会議資料に基づき説明し

た。 

 

〔質疑応答〕 

特になし。 

 

質問・意見等がないことを確認し、議題に係る質疑応答を終結した。 

  

〇議題２ 国民健康保険事業の運営について 

 

【保険医療年金課長補佐 大野 洋祐】 

 国民健康保険事業の運営について、会議資料に基づき説明した。 

 



３ 

〔質疑応答〕 

 

【公益代表委員】 

国民健康保険の負担は現時点で非常に大きなものとなっており、増額す

ることに賛成はできない。県の標準税率に合わせるのではなく、自治体ご

との判断ではいけないのか。また、県の標準税率に合わせることでメリッ

トがあるのか。 

 

【保険医療年金課長 児島 由典】 

全ての医療費は県が負担することになっており、その財源の一部とな

る事業費納付金を、市が県に納付することになっています。事業費納付

金の上昇率にあわせて、県が確保すべき納付金を試算すると同時に、市

が納付金を確保するために必要な標準保険税率を示す仕組みとなってい

ます。 

市独自の税率設定を行い、赤字補填を目的とした一般会計からの繰入

れを継続した場合、保険者努力支援分の交付金が減額されるとともに、

県も国からの交付金が減額される恐れがあります。 

こうしたことから、今後は、県が示す標準保険税率にあわせて、税率

改定作業を進めていくことが最善策であると考えています。 

 

【公益代表委員】 

県から保険者努力支援分として補助金が交付されているが、補助金の

額と本市の評価はどうなっているのか。また、県の標準税率に合わせた

場合、保険者努力支援金はどれぐらい増えるのか。 

 

【保険医療年金課長 児島 由典】 

令和５年度実績で、保険者努力支援分は1億1,300万円交付されました。 

この保険者努力支援分は、特定健診などの取り組みをポイント化して、

その獲得したポイントに応じて交付されるもので、本市の順位は54市中

17位、一人あたり交付額は2,024円となっています。 

市が、県の標準税率を採用することで、赤字補填を目的とした一般会

計からの繰入れを廃止することできた場合、600万円（令和５年度実績）

が増えることになります。 

 



４ 

【公益代表委員】 

国は、保険者努力支援制度において優遇するとのことだが、加入者の

負担が増加しているのでは意味がないと思う。 

 

その他、質問・意見等がないことを確認し、議題に係る質疑応答を終結

した。 

 

〇その他 

事務局から、今後の会議の開催予定についての連絡 

 

【市民生活部長 足立 憲昭】 

次回は令和６年１月17日(水)の午後２時からを予定しておりますので、

近くなりましたら、文書で通知させていただきますので、よろしくお願

いします。  

 

８ 閉会 

午後３時15分、閉会とした。 



５ 

上記のとおり、令和５年12月19日開催の国民健康保険運営協議会の議事

の経過及びその結果を明確にするためにこの議事録を作成し、議長及び出席

委員２人が署名する。 

 

令和６年１月17日 

 

 

議  長  長谷川 浩敏        

 

 

署名委員  和田 映子         

 

 

署名委員  西尾 孝治         

 


